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研究成果の概要（和文）：本研究は、中近世移行期の日本に関係する文献史料をイタリア各地に

おいて捜索し、ローマ（ヴァチカンを含む）、フィレンツェ、ヴェネツィア、ミラノにおける調

査を実施するなかで、従来の関連研究のなかでは確認されていないと思われる文献を含めた一

連の史料を確認した。これらの史料情報の多くは、大英図書館における同様の情報とともに、

報告書として刊行した。 
 
研究成果の概要（英文）：This project had focused on Italian historical sources concerning 
Japan in sixteenth and seventeenth century. The documental research had been realized 
in some libraries, and archives of Rome (including Vatican City), Florence, Venice, and 
Milan, and some unknown information had been confirmed. In addition to them, the report 
of the project includes the same kind of data in the British Library in London. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 本研究開始以前における先行研究 

当該領域には、すでに関連する国文学研究
資料館および東京大学史料編纂所の研究者
などによる科学研究費補助金報告書のほか、
松田毅一、岸野久、高瀬弘一郎各氏などによ
る南欧史料紹介の文献が出版されているほ
か、海外においても、ローマのイエズス会歴
史研究所のアジア関係史料集（Documenta 
Indica）を中心に多くの文献が公刊されてい

る。 
(2) 研究代表者による本研究以前の研究 
 研究代表者も、本研究に先立ち、イタリア
のほか、ポルトガルの諸都市において文献調
査を実施しており、その成果の一部を著書
『大航海時代の東アジア』などの出版物によ
って公開している。その過程で、南欧のなか
でもポルトガル、スペインと比べて、イタリ
アにおける関連情報の蓄積が必ずしも充分
ではないとの認識に至り、本研究の申請を決
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意した。 
 
２．研究の目的 

本研究は、イタリアにおける日本関係史料
収集および、収集結果の整理を通じて、同国
における織豊期から江戸初期にかけての日
本認識がどのようなものであったのかを探
る試みであった。本研究以前に実施した調査
結果から、当該史料の全体のなかでも、とり
わけ天正、慶長両遣欧使節到着の前後で蓄積
された日本情報に着目し、その情報収集に重
点を置くことにした。 

これらの史料の多くは北イタリアの図書
館、文書館に所蔵されていることが知られて
いるが、ナポリなど南部に存在する史料を含
め、可能な限り包括的に収集、整理すること
で、これまで限られた情報でしか論じられて
こなかった、イタリアにおける日本像に新た
なる解釈を提供し、当該期の日本史像そのも
のの再構築をめざした。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、３年の期間を１年ずつに分割し、
１年目を予備調査、２年目を海外調査、３年
目を整理および公開を重点的に実施する年
度と位置づけた。以下は、その計画の概要で
ある。 
(1)  平成２２年度 
 初年度は、国内における関連情報の収集な
らびに、海外の関係機関がインターネット上
で公開している情報の収集をおこなう。前者
については、すでに研究代表者において一定
程度の蓄積があるものの、関西地区の機関を
中心に進める。 
(2)  平成２３年度 
 ２年度目は、モデナ、ヴェネツィア、ミラ
ノなどの北イタリア諸都市における１カ月
程度の調査を実施する。また、この機会を利
用して、ナポリ、ヴェネツィアにおける関係
研究者との連携を強化する。 
(3)  平成２４年度 
 最終年度は、調査の情報をデータベースお
よび報告書などによって公開する。また、収
集した史料からわかる当該期の日本像の提
示を目指す。また、論文の執筆、学会への出
席なども並行することで、情報の発信に努め
る。 
 
４．研究成果 
 本研究計画申請時における、背景、目的、
方法の概要は以上のとおりであるが、成果の
公表は、報告書により、国内外の関係研究者、
機関との共有を図った。各年度における成果
の概要は以下のとおりである。 
(1)  平成２２年度 

当年度は、本研究の初年度として、準備の
年度と位置づけ、その計画のひとつとして、

国内における関係資料の収集をおこなった。 
９月のイタリア出張では、フィレンツェに

おける調査打合せおよび、ヴェネツィアのマ
ルチャーナ国立図書館における文献調査の
試行など、次年度以降の調査の下地づくりを
主たる目的とした活動をおこなった。また、
ミラノにおいては、天正遣欧使節の関連文献
に地名のみえる、ローマ門、ブレア館の踏査
をあわせて実施した。 
このほか、国際ワークショップ「16～17世

紀の東アジア海域：新たな史料と視野から」、
メキシコ史研究ワークショップ「メキシコと
アジアの接点」（京都ラテンアメリカ研究所
主催）などの出席を通じて、関西地区を中心
に活動する関係研究者とのネットワーク構
築をはかった。 
 大阪大学における研究環境を整えるべき、
主たる備品として、高性能デジタルカメラ
（本体）のほか、当該領域の基本文献である
『Documenta Indica』を購入した。 
(2)  平成２３年度 
当年度は、海外調査を中心とした情報収集

の年度と位置づけた。 
 １０月３０日から１１月２０日にかけて
イタリア共和国ローマ市、ヴェネツィア市、
ミラノ市、ヴァチカン市国において文献調査
をおこなった。調査は天正、慶長両遣欧使節
関係古文書を主たる対象としたが、その範囲
にとどまらない日本関係史料数点を確認し
た。最終的な判断は、検討を経る必要がある
が、これらのなかには日本未紹介、未邦訳の
ものが含まれているものと思われる。ヴァチ
カン市国ウルバニアーナ大学図書館におい
ては、関係研究文献の複写をおこなった。ま
た、ヴェネツィアにおける調査の一部は、現
地大学関係者との協働において実施した。 
 このほか、大阪大学が所蔵する国内外で出
版された関係文献の情報整理をおこなった。 
(3)  平成２４年度 
当年度は、研究計画の最終年度として、成

果の取りまとめならびに公表に重点を置い
た活動をおこなった。具体的には、１１月に
おけるイタリア再調査ならびに３月の成果
報告書「イタリア史料の収集および整理によ
る中近世移行期日本史像の再検討」の刊行な
らびに配布である。 
再調査は、前年度における、イタリア調査

における欠を補うことを主たる目的として、
１１月１４日から３０日にかけて実施した。
調査対象機関は前年度とほぼ同様であり、ロ
ーマおよびヴェネツィアの諸機関であるが、
この機会にはフィレンツェのメディチェ
ア・ラウレンツィアーナ図書館を追加した。
国内における関係研究のなかで、同館を調査
対象としたのは、本研究が初であろうと認識
している。調査対象史料は、具体的には天正
遣欧使節関係史料、または地図であり、適宜



 

 

慶長遣欧使節に関わるものも確認した。作業
の結果、未紹介を思われる関係史料を少なく
とも数点確認している。 

報告書は、本研究の研究課題名を和文、英
文 で 併 記し 、 ヴァ チカ ン 官房 文 書館
（Archivio Segreto Vaticano）、ウルバニア
ーナ大学図書館（Biblioteca, Pontificia 
Universitas Urbaniana）、イエズス会ローマ
文書館（Archivum Romanum Societatis Iesu）、
ヴァッリチェッリアーナ図書館（Biblioteca 
Vallicelliana ）、 ロ ーマ 国 立 公 文 書館
（Archivio di Stato di Roma）、メディチェ
ア・ラウレンツィアーナ図書館（Biblioteca 
Medicea Laurenziana）、マルチャーナ国立図
書館（Biblioteca Nazionale Marciana）、ヴ
ェネツィア国立公文書館（Archivio di Stato 
di Venezia）において確認された情報に加え
て、ロンドンの大英図書館（英国図書館、The 
British Library）における関連史料の情報
を加えて作成した。南欧語史料約１００点に
加え、英文、和文の日本関係情報を極力包括
的に掲載した。報告書は、本研究期間中に、
調査対象機関のほか、関係する研究者および
機関へ送付された。 
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